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文
雄
に
お
け
る
ム
と
ン
（
岡
島

—
『
磨
光
韻
鏡
』
華
音
の
十
七
転
十
九
転
ム
表
記
の
意
味

文
雄
が
『
磨
光
韻
鏡
』
に
記
し
た
字
音
は
韻
鏡
に
よ
る
演
繹
的
処
理
が
強
い
と
言
わ
れ
る
。
彼
が
演
繹
的
処
理
を
施
す
前
の
、
生
の

音
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
呉
音
漢
音
に
関
し
て
は
、
彼
の
著
書
内
部
か
ら
探
り
出
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

現
在
ま
で
伝
わ
る
呉
音
漢
音
の
資
料
（
勿
論
、
文
雄
当
時
に
呉
音
漢
音
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
）
に
よ
っ
て
考
え
る
ほ
う
が
よ
り
よ
い

あ
り
方
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
彼
の
施
し
た
演
繹
的
処
置
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
み
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
の
記
し
た
華
音
、
す
な
わ
ち
唐
音
の
場
合
に
は
事
情
が
異
な
る
。
唐
音
は
当
時
の
生
の
中
国
語
音
で
あ
り
、
文
雄
当
時
も

日
本
へ
伝
来
し
た
中
国
語
音
は
単
一
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

国
音
不
斉
゜

華
音
者
俗
所
謂
唐
音
也
。
其
音
多
品
。
今
長
崎
舌
人
家
所
学
、
有
官
話
、
杭
州
、
福
州
、
滝
州
不
同
。
彼
邦
輿
地
広
大
。
四
方
中

（
三
音
正
謡

こ
の
様
に
「
品
多
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
文
雄
の
聞
い
た
華
音
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
容
易
に
は
知
り
得
な
い
。

ハ
ン
チ
ウ
オ
ム

前
二
載
ス
ル
者
ハ
杭
州
音
ナ
リ
、
此
音
大
抵
韻
書
ノ
規
矩
二
叶
フ
故
二
取
テ
正
音
ト
ス
ル
ナ
リ

カ

ナ

ヲ

博
ル
者
間
コ
レ
ア
リ
逐
一
韻
書
二
是
正
メ
國
字
施
ス

文
雄
に
お
け
る
ム
と
ン

岡

然
リ
ト
イ
ヘ
だ
其
音
モ
亦
謬
リ

(
2
)
 

（
韻
鏡
指
要
録
二
十
九
丁
オ
）

島

昭
上
十
一
丁
）

牛
ロ
ヽヽ‘、、
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る。

霙
ゾ
親
授
ヲ
貴
デ
賓
理
ヲ
卑
ム
ル
コ
ト
ヲ
為
ン

又

ラ
ズ

然
リ
然
レ
ド
モ
其
一
ヲ
知
テ
其
ニ
ヲ
知
ラ
ズ
韻
鏡
ハ
原
謡
音
ヲ
正
ス
ガ
為
二
作
為
セ
ル
ナ
リ
華

少
カ
ル
ベ
シ

予
ガ
門
二
遊
ベ
ル
人
嘗
テ
予
二
謂
テ
曰

と
あ
り
、
文
雄
が
杭
州
音
を
聞
い
た
こ
と
は
知
れ
る
の
だ
が
、
「
韻
書
に
是
正
」
し
て
あ
る
わ
け
で
、
杭
州
音
の
そ
の
ま
ま
の
形
が
記
載

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
寛
政
十
一
年
刊
、
泰
山
蔚
の
『
音
韻
断
』
は
上
巻
中
巻
に
『
磨
光
韻
鏡
辮
正
』
の
内
題
を
持
つ
書
で
あ

る
が
、

そ
の
中
に
、

ト
云
ベ
カ
ラ
ズ

人
若
繹
官
ナ
ド
ノ
呼
ブ
所
ヲ
悉
ク
正
音
ナ
リ
ト
思
ヘ
ル
ハ
甚
シ
キ
掬
見
ナ
リ

シ
調
ト
シ
テ
斥
ル
音
ナ
リ
ト
モ
清
濁
軽
重
呼
法
悉
ク
韻
鏡
二
符
号
セ
バ
公
然
ト
シ
テ
正
音
卜
称
ス
ル
モ
謳
ト
ハ
云
ベ
カ
ラ
ズ

深
ク
コ
レ
ヲ
察
ス
ベ
シ

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
韻
学
者
の
考
え
方
は
現
実
の
音
を
「
謡
」
で
あ
る
と
捉
え
て
、

考
え
方
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
文
雄
も
同
様
で
、
『
三
音
正
調
』

さ
て
、

本
邦
ノ
人
ノ
如
キ
モ
悉
ク
邦
語
ヲ
正
ク
呼
ニ
ハ
ア

中
華
輿
地
廣
大
ナ
レ
バ
一
ヲ
取
テ
以
テ
論
ズ
ベ
カ
ラ
ザ
レ
ド
モ
韻
鏡
ニ
ヨ
リ
テ
華
音
ヲ
學
ブ
ト
ナ
ラ
バ
幾
ク
華
人
ノ
非
卜

い
。
『
三
音
正
謡
』

文
雄
ガ
如
キ
ハ
再
博
ヲ
下
ラ
ザ
レ
バ
謡
舛
自

岡
島
冠
山
ガ
著
ス
所
ノ
唐
語
便
用
唐
繹
便
覧
等
ニ
ヨ
リ
テ
考
フ
ル
ニ
子
ガ
論
ズ
ル
所
卜
免
合
セ
ズ

予
封
テ
曰

亦
謡
舛
ナ
シ

そ
れ
を
韻
鏡
に
よ
っ
て
正
す
と
い
う

は
呉
音
漢
音
華
音
の
三
音
の
「
謡
」
を
正
す
書
で
あ
る
。

文
雄
の
聞
い
た
中
国
語
音
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
に
は
、

こ
の
『
三
音
正
謡
』
が
参
考
に
な
る
こ
と
が
多

つ
ま
り
は
現
実
の
形
な
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

（
巻
下
、

九
丁
オ
）

で
文
雄
が
謡
・
俗
音
と
し
た
形
が
、

致
質
締
杏
資
姿
姉
恣
趣
次
脂
旨
指
至
鵠
皆
正
音
ツ
ウ
イ
官
音
チ
イ
俗
音
ツ
ウ
ナ
リ

と
あ
れ
ば
、
杭
州
が
ツ
ウ
で
、
官
音
が
チ
イ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
『
磨
光
韻
鏡
』
に
見
え
る
ツ
ウ
イ
の
注
音
の
背
景
が
知
れ

し
か
し
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
泰
山
蔚
の
弟
子
が
行
っ
た
よ
う
に
当
時
の
他
の
唐
音
資
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
り
、
現
代

中
国
語
諸
方
言
を
参
考
と
し
て
、

そ
れ
ら
と
ど
う
同
じ
で
ど
う
違
っ
て
い
る
か
を
、
彼
の
著
書
内
部
か
ら
探
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

子
ハ
華
音
ヲ
何
人
ヨ
リ
博
ヘ
ラ
レ
シ
ャ
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、。し 、ヽつ

也。

文
雄
に
お
け
る
ム
と
ン
（
岡
島

『
磨
光
韻
鏡
』

は
、
華
音
す
な
わ
ち
唐
音
に
よ
っ
て
韻
鏡
を
解
釈
し
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
、

そ
れ
以
前
の
韻
鏡
研
究
か
ら
大
き

く
前
進
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
韻
図
の
中
の
一
字
一
字
に
漢
音
呉
音
の
ほ
か
に
華
音
を
も
付
し
て
い
る
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

く
、
「
有
整
無
形
」
（
韻
鏡
指
要
録
十
六
丁
オ
）
の
空
巣
に
は
華
音
の
み
を
記
す
と
い
う
華
音
の
重
視
ぶ
り
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
『
磨
光
韻
鏡
』
の
華
音
表
記
だ
が
、
舌
内
韻
尾
や
、
喉
内
韻
尾
の
ン
表
記
に
対
し
て
、
唇
内
韻
尾
に
は
ム
の
仮
名
が
当

て
て
あ
る
。
本
居
宣
長
が
『
漢
字
三
音
考
』
で

今
ノ
唐
音
ニ
テ
モ
イ
サ
、
力
差
別
ア
リ
テ
。
ヌ
ニ
近
ク
聞
ユ
ル
ト
。
ム
ニ
近
ク
聞
ユ
ル
ト
ガ
ア
レ
バ
。
古
ヘ
ノ
音
モ
差
別
ア
リ
シ(4
)
 

（
皇
國
字
音
ノ
格
）

と
記
し
た
の
も
お
そ
ら
く
は
文
雄
の
影
響
下
に
あ
る
。
ま
た
太
田
全
斎
『
漢
呉
音
図
』
の
三
内
韻
尾
弁
別
に
唐
音
が
参
看
さ
れ
て
い
る

の
も
、
文
雄
の
書
を
見
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
『
磨
光
韻
鏡
』
の
ム
表
記
を
、
さ
す
が
に
韻
書
で
あ
る
、
と
み
る
人
も
あ
る
。
し
か
し
舌
内
韻
を
よ
く
見
る
と
、
み
な

ン
で
表
記
さ
れ
て
い
る
中
に
、
真
韻
と
欣
韻
、
つ
ま
り
十
七
転
の
三
・
四
等
と
十
九
転
に
限
っ
て
ム
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
以

下
、
平
声
の
韻
目
名
を
以
て
上
去
声
を
も
含
め
て
述
べ
る
）
。
特
に
十
七
転
は
、

一
見
奇
異
な
表
記
の
さ
れ
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
三
音
正
謡
』

一
・
ニ
等
は
ン
表
記
で
、
三
・
四
等
は
ム
表
記
と
い

(
8
)
 

で
も
同
様
に
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
特
に
「
謡
」
の
記
載
は
な

一
方
、
呉
音
漢
音
に
お
い
て
は
唇
内
韻
に
も
舌
内
韻
と
同
じ
ン
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
な
ぜ
華
音
に
だ
け
ム
を
当
て
た
の
か
と
い
う

疑
問
が
生
じ
る
。
勿
論
『
磨
光
韻
鏡
』

彼
の

の
性
格
が
華
音
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
呉
音
漢
音
に
は
そ
れ
を
及
ば
せ
る
必
要
も
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と
指
摘
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

レ
リ
ト
ミ
ュ
゜

意
図
も
文
雄
に
は
な
か
っ
た
、

と
考
え
る
事
も
で
き
る
。
『
日
本
漢
字
学
史
』
に
よ
る
と
『
磨
光
韻
鏡
』
の
呉
音
漢
音
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
『
韻
鏡
易
解
』
を
襲
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
『
韻
鏡
易
解
』
は
多
く
は
呉
音
漢
音
の
併
記
で
は
な
く
、
片
方
の
み
記
し
て
あ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
『
韻
鏡
易
解
』
等
、
文
雄
以
前
の
も
の
で
は
エ
ウ
型
を
と
る
二
十
五
転
二
十
六
転
の
三
四
等
を
『
磨
光
韻
鏡
』
で
ヤ
ウ

型
に
し
て
い
る
の
は
、
岡
井
氏
も
指
摘
の
と
お
り
、

で
華
音
と
呉
音
漢
音
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
合
っ
た
の
か
は
な
お
疑
問
で
あ
る
。

文
雄
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』

じ
）
。
『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』

入
声
借
韻
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
華
音
の
影
響
も
あ
り
そ
う
で
、
文
雄
の
中

で
は
漢
音
呉
音
で
も
唇
内
韻
に
は
皆
ム
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
舌
内
韻
に

目
を
転
じ
れ
ば
華
音
と
は
全
く
異
な
っ
た
原
理
で
ン
ム
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
（
華
音
の
ン
ム
は
『
磨
光
韻
鏡
』
と
同

の
漢
音
呉
音
で
は
十
八
転
・
ニ
十
転
・
ニ
十
二
転
・
ニ
十
四
転
で
ム
が
使
わ
れ
て
い
る
。
『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』

は
文
雄
没
後
の
刊
行
ゆ
え
、
文
雄
の
意
図
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
、

の
『
和
字
大
観
鈴
』
の
記
述
と
符
合
す
る
。
す
な
わ
ち

と
い
う
お
そ
れ
も
あ
る
が
、

上
に
あ
り
て
は
。
む
は
開
な
り
。
ん
は
合
な
り
。
下
に
あ
り
て
は
。
髪
じ
て
ん
は
開
と
な
り
。

サ
ン
セ
ン
エ
ム

山
先
甕
な
ど
の
。
音
の
か
な
に
は
、
開
に
ん
の
字
を
用
ひ
。
合
に
む
の
字
を
用
ゆ
べ
し
。

む
は
合
と
な
る
。
し
か
れ
ば
。
寒

大
観
紗
ハ
無
相
子
也
。
其
同
作
磨
光
韻
鏡
字
庫
二
諸
ノ
撥
ス
ル
音
ノ
カ
ナ
。
（
ン
）
（
ム
）
ヲ
付
ワ
ケ
タ
ル
様
。
即
チ
彼
開
合
二
撼

『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』
に
お
い
て
は
（
『
磨
光
韻
鏡
』

で
も
）
、
唇
内
韻
は
す
べ
て
合
口
韻
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
で
、
唇
内
韻
に
は
す

べ
て
ム
が
当
て
ら
れ
る
の
だ
が
、
舌
内
韻
で
は
呉
音
漢
音
本
来
の
ム
ン
区
別
と
異
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
し
、
文
雄
自
身
の
記
し
た
華

音
の
ム
ン
区
別
と
も
全
く
か
け
は
な
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
十
七
転
一
・
ニ
等
で
は
華
音
ム
、
呉
音
漢
音
ン
、

と
い
う
も
の
と
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
ム
の
当
て
ら
れ
て
い
る
諸
韻
は
合
口
の
転
で
あ
っ
て

十
八
転

（
巻
下
ん
む
の
字
）

(12) 

）
れ
は
『
男
信
』
で
義
門
が

）
れ
は
文
雄
生
前
、
宝
暦
四
年

24 
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を〉、

文
雄
に
お
け
る
ム
と
ン
（
岡
島

凡
韻
厳

韻

厳

エ

ム

凡
梵
ハ
ン

咸

韻

哺

ナ

ム

添
韻

念
ネ
ン

談
韻

三
サ
ム

軍
韻
貧
タ
ム
男
南
ナ
ム
闇
ア
ム
含
ハ
ム

侵
韻
今
金
キ
ム
甚
ジ
ム
心
深
シ
ム
音
イ
ム

『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』

と
替
え
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

剛
般
若
波
羅
蜜
経
』

『
黄
槃
版
観
音
経
』

(13) 

は
華
音
ン
、
呉
音
漢
音
ム
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

擁
タ
ン

呼
ホ
ン

の
呉
音
漢
音
に
あ
て
ら
れ
た
ン
ム
の
使
い
分
け
の
原
理
は
、
文
雄
自
身
が
『
和
字
大
観
紗
』
に
記
し
た
と
こ
ろ

や
、
義
門
の
指
摘
で
よ
か
ろ
う
が
、
先
ほ
ど
の
疑
問
、
〈
な
ぜ
華
音
だ
け
に
ム
を
〉
、
と
い
う
疑
問
を
、
〈
な
ぜ
華
音
に
は
こ
の
よ
う
な
ム

当
時
の
唐
音
資
料
を
見
る
と
、
多
く
は
舌
内
韻
と
唇
内
韻
と
の
区
別
は
し
な
い
の
だ
が
、
天
和
三
年
版
『
黄
榮
観
音
経
』
・
貝
葉
版
『
金

の
二
資
料
は
唇
内
韻
に
ム
を
あ
て
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
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勿
論
、
舌
内
韻
．
喉
内
韻
に
は
ン
し
か
当
て
ら
れ
お
ら
ず
、
唇
内
韻
と
舌
内
韻
と
の
区
別
の
あ
る
中
国
語
方
言
音
が
江
戸
時
代
に
も

日
本
に
伝
来
し
て
仮
名
に
転
写
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
近
世
唐
音
の
中
に
、
唇
内
韻
と
舌
内
韻
の
区
別
の
あ
る
も
の
を
認
め
る
べ
き
な

の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
文
雄
が
聞
い
た
中
国
語
音
の
生
の
音
で
も
、
唇
内
韻
と
舌
内
韻
と
に
区
別
が
存
し
、
文
雄
は
そ
れ
を
聞
い
て

『
磨
光
韻
鏡
』
に
付
音
し
た
華
音
の
材
料
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
十
七
転
・
十
九

転
が
、
な
ぜ
ム
で
表
記
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

(15) 

現
在
で
も
唇
内
韻
と
舌
内
韻
を
区
別
す
る
方
言
は
中
国
各
地
に
い
く
ら
か
あ
る
。
『
漢
語
方
音
字
泄
』
の
調
査
地
点
の
中
、
梅
県
・
広

凡
韻

四

梵
ハ
ン

咸
韻
添

韻

念

ネ

ム

塩
韻
検
ケ
ム
険
ヘ
ム
聰
チ
エ
ム

談

韻

敢

カ

ム

三

サ

ム

輩
韻
『
貝
葉
版
金
剛
経
』

男
南
ナ
ム
甘
カ
ム

侵
韻
甚
深
心
シ
ム
金
キ
ム
今
音
飲
イ
ム

咸
ヘ
ン
巌
エ
ン

晦
ア
ン

尋
ジ
ン
臨
リ
ン
品
ピ
ン
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文
雄
に
お
け
る
ム
と
ン
（
岡
島

こ
れ
ら
舌
内
韻
出
自
で

m
に
発
音
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
刃
・
忍
・
慎
は
韻
鏡
の
十
七
転
三
等
、

三
転
に
存
す
る
。
蝉
は
例
外
と
な
る
が
、
他
の
四
字
は
皆
韻
鏡
の
代
表
字
で
あ
り
、
韻
鏡
の
代
表
字
に
限
っ
て
み
る
と

m
で
発
音
さ
れ

る
も
の
は
韻
鏡
で
十
七
転
・
十
九
転
、
真
韻
と
欣
韻
と
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

状
況
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
『
磨
光
韻
鏡
』

先
述
の
近
世
黄
槃
唐
音
資
料
で
は
舌
内
韻
出
自
で
ム
表
記
さ
れ
る
も
の
は
な
い
が
、
文
雄
の
聞
い
た
唐
音
が
こ
れ
ら
諸
方
言
と
同
じ

の
十
七
転
・
十
九
転
の
華
音
ム
表
記
の
あ
り
方
が
説
明
可
能
に
な
る
。

一
部
が
、
唇
内
韻
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

州
・
慶
門
・
潮
州
の
四
地
点
、
高
本
漢
『
中
国
音
韻
学
研
究
』

の
方
言
字
彙
で
は
、
高
麗
、
安
南
の
他
、
広
州
・
客
家
・
油
頭
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
唇
内
韻
出
自
の
も
の
は

m
、
舌
内
韻
出
自
の
も
の
は

n
と
な
る
の
だ
が
、
朝
鮮
漢
字
音
・
越
南
漢
字
音
を
除
い
て
、

唇
内
韻
出
自
の
も
の
で
も
、

頭
子
音
が
唇
音
の
も
の
は
み
な

n
で
発
音
さ
れ
る
。
こ
れ
は
異
化
現
象
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
が
、
歴
史

的
に
は
『
中
原
音
韻
』
に
も
み
え
る
現
象
で
あ
り
、
『
漢
語
方
音
字
泄
』
や
『
中
国
音
韻
学
研
究
』
に
見
え
な
い
方
言
で
も
多
く
は
こ
の

よ
う
な
異
化
現
象
を
起
こ
し
て
る
と
思
わ
れ
る
。
先
述
の
黄
槃
唐
音
資
料
二
種
の
凡
梵
品
が
ム
で
な
く
ン
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
も
こ

う
し
た
現
象
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

欣
．
倣
・
荻
は
十
九
転
、
蝉
は
二
十

ま
た
こ
れ
ら

m
n
の
区
別
を
有
す
る
現
代
中
国
語
諸
方
言
で
は
舌
内
韻
出
自
の
も
の
の
一
部
に

m
で
発
音
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

『
漢
語
方
音
字
樋
』
に
よ
れ
ば
、
梅
県
で
は
刃
・
慎
．
蝉
、
広
州
で
蝉
、
厘
門
で
刃
・
忍
・
欣
、
潮
州
で
刃
・
忍
・
慎
．
蝉
、
の
韻
尾

が
そ
れ
ぞ
れ

m
で
発
音
さ
れ
て
い
る
。
『
中
国
音
韻
学
研
究
』
で
も
蝉
禅
が
広
州
・
客
家
で
、
忍
刃
が
油
頭
で
、

m
に
発
音
さ
れ
る
と
い

う
。
慶
門
音
で
は
「
蝉
」
は

n
お
わ
り
だ
が
、
こ
れ
は
羅
常
培
『
慶
門
音
系
』
で
も
同
様
で
、
同
書
に
よ
る
と

m
お
わ
り
は
、
刃
・
忍
・

欣
．
燻
・
荻
で
、
慶
韻
は
い
ず
れ
も

imで
あ
る
。
一
般
的
傾
向
と
し
て
韻
腹
が
狭
い
も
の
、
そ
し
て
頭
子
音
が
摩
擦
音
で
あ
る
も
の
の
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と
ま
で
記
し
て
い
る
。

『
磨
光
韻
鏡
』
に
は
、
普
通
の
韻
鏡
に
は
み
え
な
い
「
合
口
呼
」
「
撮
口
呼
」
な
ど
と
い
う
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
韻
鏡
の

そ
の
転
が
す
べ
て
お
な
じ
「
呼
」
で
あ
れ
ば
、
「
内
転
第
一
合
」
な
ど
と
書
か
れ
た
欄
に
記
入
さ
れ
る
が
、
等
毎
に
「
呼
」
が
異
な
る
場

合
に
は
普
通
の
韻
鏡
で
は
韻
目
が
書
か
れ
る
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
止
摂
開
口
の
よ
う
に
頭
子
音
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
に
は

上
部
に
記
さ
れ
る
。
こ
の
「

i
呼
」
が
『
字
彙
』
巻
末
の
『
韻
法
直
図
』
『
韻
法
横
図
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

且
以
杭
州
音
律
之
廼
韻
鏡
近
乎

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
。

(16) 

『
等
韻
源
流
』
に
よ
る
と
「
開
斉
合
撮
」
と
い
う
用
語
が
見
え
る
の
は
『
字
彙
』
が
最
初
で
あ
る
と
い
う
。
文
雄
は
こ
れ
を
「
華
音

の
た
め
」
の
呼
法
で
あ
る
と
考
え
た
ら
し
く

、
、
、
、

華
音
ニ
ハ
開
合
ヲ
細
分
メ
種
種
ノ
呼
法
某
某
ノ
呼
ヒ
ロ
ヲ
ナ
ス

7
前
刻
二
委
曲
セ
ル
カ
如
シ
。

ヲ
論
メ
止
ム
ヘ
シ

五

是
呼
法
直
横
二
図
委
曲
焉

（
韻
鏡
索
隠
十
丁
ウ
）

タ
、

和
ノ
呉
音
漢
音
ハ
止
開
合
ノ
ニ
ッ

明
人
論
呼
法
、
字
彙
直
横
二
圏
備
芙
。
若
夫
欲
学
華
音
者
、
嘗
由
直
横
二
圏
呼
法
也
。

と
し
て
い
る
。
文
雄
は
こ
の
「
字
彙
直
横
二
図
」
の
呼
法
と
華
音
の
符
号
に
自
信
を
も
っ
た
ら
し
く
、

斉
歯
、
開
口
、
撮
口
、
閉
口
、
捲
舌
、
咬
歯
等
之
呼
法
、
不
学
華
音
、
則
能
辮
之
。

（
韻
鏡
指
要
録
十
九
丁
ウ
）

（
韻
鏡
索
隠
十
七
丁
ウ
）

（
韻
鏡
索
隠
七
丁
オ
ー
ウ
）

さ
て
、
『
磨
光
韻
鏡
』
の
三
十
八
転
か
ら
四
十
一
転
ま
で
の
唇
内
韻
で
は
、
三
十
八
転
と
四
十
一
転
が
「
閉
口
」
、
三
十
九
転
四
十
転

の
一
三
四
等
が
「
閉
口
」
、
同
じ
く
二
等
が
「
斉
歯
捲
舌
而
閉
」
と
あ
る
。
問
題
の
十
七
転
―
二
等
と
十
九
転
に
は
「
斉
歯
呼
而
旋
閉
口
」
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と
記
し
て
あ
る
。
こ
こ
以
外
の
舌
内
韻
に
は
「
閉
口
」
は
見
え
な
い
。
十
七
転
―
二
等
は
「
開
口
」
、
十
八
転
は
一
等
が
「
合
口
」
、
ニ

三
四
等
が
「
撮
口
」
、
二
十
転
は
唇
音
が
「
合
口
」
、
牙
喉
音
が
「
撮
口
」
、
二
十
一
転
は
「
斉
歯
捲
舌
呼
」
、
二
十
二
転
の
二
等
は
「
合

ロ
」
、
三
四
等
が
「
撮
口
」
、
二
十
三
転
は
一
等
が
「
開
口
」
、
二
等
「
牙
音
斉
歯
余
音
開
口
」
、
三
四
等
「
斉
歯
」
、
二
十
四
転
の
―
二
等

「
合
口
」
、

と
あ
る
、

文
雄
に
お
け
る
ム
と
ン
（
岡
島

＇ ノ‘ 三
四
等
「
撮
口
」
と
な
る
。
以
上
は
舒
声
で
、

は
―
二
等
三
四
等
と
も
に
「
斉
歯
」
、

十
九
転
は
「
斉
歯
呼
而
啓
口
」
と
あ
る
。

さ
て
、
問
題
の
「
斉
歯
呼
而
閉
口
」
は
『
直
図
』
で
、
京
韻
九
、
巾
韻
十
、
金
韻
十
一
と
あ
っ
て
、
金
韻
の
箇
所
に

京
巾
三
韻
。
似
出
一
音
。
而
潜
味
之
。
京
巾
齊
歯
呼
。
金
閉
口
呼
。
京
齊
歯
而
啓
臀
呼
゜
巾
齊
歯
呼
施
閉
口
。
微
有
別
耳
゜

そ
れ
で
あ
る
。
「
横
図
」
で
は
巾
の
列
は
「
齊
歯
」
と
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
え
っ
て
金
の
列
に
「
音
悉
同
上
列
但
旋
閉

口
」
（
「
上
列
」
は
巾
の
列
）
と
見
え
る
。
文
雄
は
こ
こ
で
は
『
横
図
』
で
は
な
く
、
『
直
図
』
に
よ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

「
旋
」
字
は
、

河
野
通
清
『
字
彙
巻
末
衡
直
韻
圏
解
』

理
由
は
と
も
か
く
、

入
声
は
問
題
の
十
七
転
、

十
九
転
以
外
は
舒
声
と
等
し
い
。
十
七
転
の
入
声

で
は
「
旋
閉
口
者
旋
疾
也
」
と
し
て
い
る
が
、
文
雄
は
『
磨
光
韻
鏡
餘
論
』
で

「
ヤ
、
」
と
傍
訓
を
付
し
て
い
る
（
中
巻
三
十
六
丁
ウ
）
。

『
直
図
』
の
作
者
が
何
故
こ
こ
に
「
閉
口
」
と
記
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
南
方
音
で
は
「
京
」
等
の
梗
摂
字
は
り
で
は
な
く

-18) 

n
お
わ
り
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
巾
」
等
と
区
別
し
に
く
く
な
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
側
の

文
雄
は
こ
の
巾
韻
に
「
旋
閉
口
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
読
み
、

文
雄
の
聞
い
た
華
音
が
、
先
述
の
厘
門
音
や
間
南
音
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

合
は

n
に
な
る
し
、
真
韻
欣
音
に
関
し
て
も
例
外
が
存
し
、

と
こ
ろ
で
こ
の

そ
れ
を
韻
鏡
上
に
記
し
た
の
で
あ
る
。

唇
内
韻
に
関
し
て
も
頭
子
音
が
唇
音
で
あ
る
場

m
で
発
音
さ
れ
る
も
の
と

n
で
発
音
さ
れ
る
も
の
（
文
雄
に
と
っ
て
は
ム
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に
聞
こ
え
る
も
の
と
ン
に
聞
こ
え
る
も
の
）
が
混
じ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
他
の
舌
内
韻
は
す
べ
て

n
で
発
音
さ
れ

（
ン
に
聞
こ
え
）
る
。
そ
し
て
こ
の
別
れ
方
が
『
字
彙
』
韻
図
に
「
閉
口
」
と
あ
る
韻
で
ム
に
聞
こ
え
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

韻
で
は
す
べ
て
ン
に
聞
こ
え
る
と
い
う
み
ご
と
な
対
応
を
示
し
た
。

こ
の
華
音
と
『
字
彙
』
の
韻
図
と
の
対
応
は
、
文
雄
に
華
音
の
韻
鏡
研
究
に
役
立
つ
こ
と
へ
の
自
信
を
深
め
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

ケ
イ
キ
ン
キ
ン

直
図
京
巾
金
三
韻
似
出
一
音
云
云
微
有
別
耳

「
京
」
は
呉
音
で
キ
ャ
ウ
漢
音
で
ケ
イ
と
な
り
、
巾
金
の
キ
ン
と
は
似
て
い
な
い
。
「
京
」
を
キ
ン
と
読
む
華
音
こ
そ
大
事
だ
と
い
う
の

が
こ
こ
の
眼
目
だ
ろ
う
が
、
先
述
の
と
お
り
、
京
が
巾
に
近
付
い
て
い
た
南
方
音
で
は
、
巾
韻
（
つ
ま
り
韻
鏡
上
で
は
真
韻
・
欣
韻
）

に
見
ら
れ
る

m
お
わ
り
の
字
が
京
韻
と
の
重
要
な
差
違
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
記
述
で
は
あ
る
ま
い
か
。
や
は
り
「
閉
口
呼
」

と
あ
れ
ば

m
お
わ
り
で
あ
る
（
ム
に
聞
こ
え
る
）
、

え
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
文
雄
は
、
「
閉
口
」
と
い
う
記
述
の
あ
る
唇
内
韻
及
び
真
韻
欣
韻
と
、
他
の
舌
内
韻
．
喉
内
韻
と
を
華
音
に
お
い
て
は
区
別
す

べ
き
も
の
と
考
え
、

る
）
も
の
が
あ
り
、

な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
和
音
何
辮
…
…
不
学
華
音
則
執
能
辮
之

こ
の
ム
表
記
を
文
雄
が
行
っ
た
と
い

と
い
う
こ
と
に
文
雄
が
益
々
の
自
信
を
深
め
た
こ
と
に
よ
る
記
述
で
あ
る
よ
う
に
見

つ
ま
り
、
そ
の
韻
の
い
く
ら
か
の
字
に
で
も

m
で
発
音
さ
れ
る
（
ム
に
聞
こ
え

『
字
彙
』
の
韻
法
直
図
に
「
閉
口
」
と
い
う
記
述
の
あ
る
唇
内
韻
及
び
真
韻
欣
韻
は
す
べ
て
ム
表
記
さ
れ
る
こ
と
に

す
べ
て
が
ム
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
〈
さ
す
が
に
韻
書
〉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、

内
韻
と
舌
内
韻
と
を
発
音
し
分
け
て
い
る
中
国
語
の
方
言
が
江
戸
時
代
に
我
が
国
に
伝
わ
り
、

常
に
高
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
華
音
の
裏
づ
け
な
し
に
「
閉
口
呼
」
と
い
う
『
字
彙
』

）
こ
に
演
繹
的
処
理
を
施
し
た
。

（
韻
鏡
指
要
禄
七
丁
オ
）

そ
の
背
後
に
は
、
原
則
と
し
て
唇

そ
れ
を
彼
が
聞
い
て
い
た
可
能
性
が
非

の
用
語
の
み
か
ら
、

う
考
え
方
が
提
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
取
る
ま
い
。
「
閉
口
」
な
ど
の
呼
法
を
知
る
に
は
華
音
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
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文
雄
に
お
け
る
ム
と
ン
（
岡
島

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

文
雄
は
華
音
の
呼
法
と
呉
音
漢
音
の
開
合
の
一
致
に
さ
ほ
ど
気
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
華
音
と
呉
音
漢
音
と
が
似
た
形
に
な
ら
な
く
と
も
よ
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
疑
問
で
あ
る
。
前
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
文
雄
に
お
け
る
華
音
と
呉
音
漢
音
と
の
関
係
ー
—
'
華
音
に
よ
っ
て
韻
鏡
を
研
究
し
た
文
雄
が
そ
の
成
果
に
よ
っ
て

若
閉
口
果
シ
テ
合
転
ト
ス
ベ
ク
ン
バ

と
記
し
た
よ
う
に
、
文
雄
は
華
音
の
閉
口
呼
は
呉
音
漢
音
の
合
口
呼
に
対
応
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
な
る
と
、
泰

第
十
七
転
第
十
九
転
ノ
斉
歯
而
旋
閉
ロ
卜
云
ガ
如
キ

亦
合
転
二
属
ベ
キ
ャ

（上、

十
四
丁
オ
）

山
蔚
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

以
為
ハ
粗
ナ
リ

『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』
に
見
え
る
呉
音
漢
音
の
ン
ム
の
使
い
分
け
の
原
理
も
、
実
は
文
雄
と
し
て
は
華
音
の
原
理
を
応
用
し
た
つ
も
り

だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
先
に
も
引
用
し
た
「
華
音
ニ
ハ
開
合
ヲ
細
分
メ
種
種
ノ
呼
法
某
某
ノ
呼
ヒ
ロ
ヲ
ナ
ス
…
…
和
ノ
呉
音
漢
音

ハ
止
開
合
ノ
ニ
ッ
ヲ
論
メ
止
ム
ヘ
シ
」
の
条
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
文
雄
は
『
字
彙
』

考
え
て
い
た
。
後
に
泰
山
蔚
が
『
音
韻
断
』

何
二
揖
コ
ト
ヲ
詳
ニ
セ
ズ

註
意
ヲ
按
二
盗
閉
口
呼
ナ
ル
ヲ
以
テ
ナ
ラ
ン

文
雄
閉
ロ
ヲ
以
テ
合
ロ
ノ
類
ト
シ

（
上
十
三
丁
ウ
）

合
口
即
合
転
卜

第
三
十
八
転
註
閉
口
呼
一
本
作
開
非
矢
止

コ
ノ
転
ヨ
リ
四
十
一
転
二
至
マ
デ
菖
本
共
二
開
ト
ス
此
ニ
コ
レ
ヲ
改
ム
ル
モ
ノ
ハ

七

い
う
対
応
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

い
、
と
記
し
て
い
る
文
雄
の
態
度
、
ま
た
は
『
三
音
正
謳
』
に
謡
音
の
指
摘
が
な
い
こ
と
等
か
ら
、
「
閉
口
音
」
で
は
ム
が
聞
か
れ
る
と

の
呼
法
を
、
〈
開
合
を
細
分
し
た
も
の
〉
、

の
中
で
、
文
雄
が
三
十
八
転
を
合
口
に
作
る
こ
と
を
批
判
し
て

と
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(
l
)

宝
暦
二
年
刊
。
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

(
2
)

以
下
、
『
磨
光
韻
鏡
』
『
韻
鏡
索
隠
』
『
韻
鏡
指
要
録
』
『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』
『
磨
光
韻
鏡
余
論
』
は
す
べ
て
勉
誠
社
文
康
に
よ
る
。

(
3
)

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
蔵
本
）
紙
焼
に
よ
る
。
本
書
は
岡
井
慎
吾
氏
『
日
本
漢
字
学
史
』
九

五
、
磨
光
韻
鏡
及
び
其
の
同
系
の
諸
註
、
三
五
九
頁
で
は
、
『
瞥
韻
断
』
と
記
さ
れ
、
『
磨
光
韻
鏡
』
と
は
反
対
の
立
場
に
立
て
る
も
の
と
し
て
い
る
（
三

五
六
頁
）
が
、
『
磨
光
韻
鏡
』
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

(
4
)

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
四

0
四
頁
。

(
5
)

湯
沢
質
幸
氏
『
唐
音
の
研
究
』
四
二

0
頁。

(
6
)

中
田
喜
勝
氏
「
南
山
俗
語
考
の
音
韻
に
つ
い
て
」
中
国
文
学
論
集
（
九
州
大
学
）
一
号
。

(
7
)

湯
沢
氏
前
掲
書
四
二

0
頁
で
は
、
「
ム
は
珠
摂
開
口
の
み
」
と
記
す
。

ギ
イ
ム
ギ
イ
ム
ギ
イ
ム
ギ
イ
ム

(
8
)

＋
七
転
に
は
舒
声
の
記
載
は
な
く
、
十
九
転
に
「
勤
懃
芹
近
官
話
キ
イ
ム
」
と
あ
る
。

(
9
)

九
五
、
磨
光
韻
鏡
及
び
其
の
同
系
の
諸
註
、
三
五
一
頁
。

(10)

元
禄
五
年
刊
。
釈
盛
典
。
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。
ま
た
『
新
増
韻
鏡
易
解
大
全
』
（
享
保
三
年
刊
）
も
、

堂
文
庫
所
蔵
国
語
学
資
料
集
成
に
よ
っ
て
み
た
が
、
付
音
に
差
は
な
い
。

(11)

九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

(12)

国
語
学
大
系
第
四
巻
（
新
版
第
三
巻
）
、
二

0
一
頁
。

(13)

『
磨
光
韻
鏡
字
庫
』
の
韻
尾
を
表
に
し
て
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

註

呉
音
漢
音
を
ど
の
よ
う
に
改
訂
し
た
の
か
は
今
後
考
え
て
い
く
べ
き
問
題
で
あ
る
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
静
嘉
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文
雄
に
お
け
る
ム
と
ン
（
岡
島

-
[
漢
ロ
ニ
ニ
ニ
三
ニ
一
／
合
三
二
／
合
＿
ニ
―
／
開
二
口
＝
二
〗
二
合
＿
二
四
〗
口
＿

(
1
4
)拙
稿
「
近
世
唐
音
の
重
層
性
」
語
文
研
究
六
三
参
照
。
ま
た
こ
の
内
『
黄
槃
観
音
経
』
に
つ
い
て
は
、
奥
村
三
雄
氏
「
天
和
三
年
黄
槃
版
観
音
経
—
'
近

世
初
期
の
表
記
・
音
韻
資
料
と
し
て
1

」
近
代
語
研
究
第
三
集
、
「
日
本
漢
字
音
の
体
系
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
六
号
、
「
近
世
音
韻
史
料
と
し
て
の
黄

槃
唐
音
」
岐
阜
大
学
学
芸
学
部
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）
五
号
、
等
参
照
。

(15)

北
京
大
学
中
国
語
言
文
学
系
語
言
学
教
研
室
編
。

(16)

趙
憩
之
（
蔭
棠
）
氏
著
。
文
史
哲
出
版
社
再
版
本
で
は
一
六
一
頁
。

(17)

『
字
彙
』
の
韻
法
図
は
、
享
保
十
八
年
刊
、
河
野
通
清
『
字
彙
巻
末
衡
直
韻
圏
解
』
（
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
）
、
及
び
『
字
彙
』
清
刻
本

（
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
）
に
よ
っ
た
。
『
字
彙
』
の
和
刻
本
で
は
、
「
閉
」
を
「
開
」
に
誤
刻
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
横
図
」
の
「
平

二
」
の
「
兼
」
列
は
、
汲
古
書
院
『
和
刻
本
辞
書
字
典
集
成
』
所
収
の
寛
文
十
一
年
刊
本
を
始
め
、
み
な
「
開
口
」
「
旋
開
口
」
に
作
っ
て
い
る
。

(18)

奥
村
三
雄
氏
「
撥
音
ン
の
性
格
ー
表
記
と
音
価
の
問
題
ー
」
国
語
学
二
十
三
号
、
有
坂
秀
世
氏
「
諷
経
の
唐
音
に
反
映
し
た
鎌
倉
時
代
の
音
韻
状
態
」

『
国
語
音
韻
史
の
研
究
』
等
参
照
。
な
お
、
李
新
魁
氏
『
漢
語
等
韻
学
』
第
八
章
第
二
節
「
《
韻
法
直
図
》
一
系
的
等
韻
図
」
は
『
韻
法
直
図
』
の
背
景
に

あ
る
音
の

m
n
区
別
の
有
無
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
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